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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影光学系と、この撮影光学系から入射する被写体光を光電変換して撮像信号を出力す
る撮像素子と、この撮像素子から出力された撮像信号を信号処理して画像データを生成す
る信号処理手段と、前記撮影光学系、前記撮像素子、及び前記信号処理手段の制御に関す
る撮影パラメータが記憶される撮影パラメータ記憶手段であって、前記撮影パラメータが
生成される毎に最新の前記撮影パラメータに書き換え可能な撮影パラメータ記憶手段と、
前記撮影パラメータ記憶手段に記憶された初期値または最新の前記撮影パラメータを反映
させた制御を行って前記撮影光学系、前記撮像素子、及び前記信号処理手段による撮影を
行わせる制御手段と、データ記憶手段に画像データを記憶または画像データを削除する画
像データ記憶制御手段と、前記画像データの保存、または削除のうちいずれか一方を選択
入力する選択入力手段と、前記選択入力手段による選択結果に基づき、前記信号処理手段
で生成された前記画像データに対して分析を行って撮像画像の傾向及び嗜好を判定する画
像分析判定手段と、前記画像分析判定手段で判定した傾向及び嗜好に合わせて最新の撮影
パラメータを生成するパラメータ生成手段と、前記撮影パラメータ記憶手段に記憶された
撮影パラメータを、前記パラメータ生成手段で生成された最新の撮影パラメータに変更す
るパラメータ変更手段とを備えたことを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項２】
　撮影光学系から入射する被写体光を光電変換して撮像信号を出力する撮像信号出力ステ
ップと、
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　前記撮像信号を信号処理して画像データを生成する画像データ生成ステップと、
　前記撮像信号の出力、及び前記画像データの生成を行う際の制御に関する撮影パラメー
タが撮影パラメータ記憶手段に記憶される撮影パラメータ記憶ステップと、
　初期値または最新の前記撮影パラメータを反映させた制御を行って撮影を行わせる撮影
制御ステップと、
　データ記憶手段に画像データを記憶または画像データを削除する画像データ記憶制御ス
テップと、
　前記画像データの保存、または削除のうちいずれか一方を選択入力する選択入力ステッ
プと、
　前記選択入力ステップで行った選択結果に基づき、前記画像データ生成ステップで生成
された前記画像データに対して分析を行って撮像画像の傾向及び嗜好を判定する画像分析
判定ステップと、
　前記画像分析判定ステップで判定した傾向及び嗜好に合わせて最新の撮影パラメータを
生成するパラメータ生成ステップと、
　前記撮影パラメータ記憶手段に記憶された撮影パラメータを、前記パラメータ生成ステ
ップで生成された最新の撮影パラメータに変更するパラメータ変更ステップとを有するこ
とを特徴とするデジタルカメラの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタルカメラ及その制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、デジタルカメラやスキャナなどの装置からデジタルの画像データを取得し、さら
に、その画像データを加工して利用することが広まっている。例えば特許文献１に記載さ
れたカメラカスタマイズ用ソフトウェアは、様々な撮影状況に応じた撮影パラメータを予
め設定しており、ユーザーが所望する撮影状況を選択入力することによって、その撮影状
況に合わせた撮影パラメータを設定することを可能にしている。
【０００３】
　また、特許文献２記載の画像処理方法では、デジタルカメラにより取得した画像データ
に対して、階調補正処理や、色補正処理などを行うが、これらの処理を行なうための処理
条件として初期のデフォルト処理条件や、デジタルカメラ機種別処理条件などを設定し、
さらにこれらの処理条件をユーザーが自分の撮影技術に合わせてカスタマイズすることが
可能となっており、ユーザーの好みを画像に反映できるようにしている。
【特許文献１】特開２００１－２４９３８号公報
【特許文献２】特開２００２－１６８７４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１の場合、予め設定されている複数の撮影状況の中に、ユ
ーザーの希望するものが含まれていなければ、撮影パラメータの変更を行なうことができ
ないため、ユーザー好みの画像を得られないことがある。また、上記特許文献２記載の方
法では、複雑な撮影処理条件の変更を手動で入力しなければならず、ユーザーの理想的な
撮影処理条件に到達するまでは、手間や時間が掛かり過ぎてしまうこととなる。とくに撮
影画像の好みというのは千差万別であり、ユーザーの傾向や嗜好を追及すればするほど、
選択肢が多くなってしまうことになる。
【０００５】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、ユーザーの撮影する画像の傾向や嗜好
に合わせて容易に撮影パラメータを変更可能なデジタルカメラ及びその制御方法を提供す
ることを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明のデジタルカメラは、撮影光学系と、この撮影光学
系から入射する被写体光を光電変換して撮像信号を出力する撮像素子と、この撮像素子か
ら出力された撮像信号を信号処理して画像データを生成する信号処理手段と、前記撮影光
学系、前記撮像素子、及び前記信号処理手段の制御に関する撮影パラメータが記憶される
撮影パラメータ記憶手段であって、前記撮影パラメータが生成される毎に最新の前記撮影
パラメータに書き換え可能な撮影パラメータ記憶手段と、前記撮影パラメータ記憶手段に
記憶された初期値または最新の前記撮影パラメータを反映させた制御を行って前記撮影光
学系、前記撮像素子、及び前記信号処理手段による撮影を行わせる制御手段と、データ記
憶手段に画像データを記憶または画像データを削除する画像データ記憶制御手段と、前記
画像データの保存、または削除のうちいずれか一方を選択入力する選択入力手段と、前記
選択入力手段による選択結果に基づき、前記信号処理手段で生成された前記画像データに
対して分析を行って撮像画像の傾向及び嗜好を判定する画像分析判定手段と、前記画像分
析判定手段で判定した傾向及び嗜好に合わせて最新の撮影パラメータを生成するパラメー
タ生成手段と、前記撮影パラメータ記憶手段に記憶された撮影パラメータを、前記パラメ
ータ生成手段で生成された最新の撮影パラメータに変更するパラメータ変更手段とを備え
たことを特徴とする。
【０００８】
　請求項２記載のデジタルカメラの制御方法では、撮影光学系から入射する被写体光を光
電変換して撮像信号を出力する撮像信号出力ステップと、前記撮像信号を信号処理して画
像データを生成する画像データ生成ステップと、前記撮像信号の出力、及び前記画像デー
タの生成を行う際の制御に関する撮影パラメータが撮影パラメータ記憶手段に記憶される
撮影パラメータ記憶ステップと、初期値または最新の前記撮影パラメータを反映させた制
御を行って撮影を行わせる撮影制御ステップと、データ記憶手段に画像データを記憶また
は画像データを削除する画像データ記憶制御ステップと、前記画像データの保存、または
削除のうちいずれか一方を選択入力する選択入力ステップと、前記選択入力ステップで行
った選択結果に基づき、前記画像データ生成ステップで生成された前記画像データに対し
て分析を行って撮像画像の傾向及び嗜好を判定する画像分析判定ステップと、前記画像分
析判定ステップで判定した傾向及び嗜好に合わせて最新の撮影パラメータを生成するパラ
メータ生成ステップと、前記撮影パラメータ記憶手段に記憶された撮影パラメータを、前
記パラメータ生成ステップで生成された最新の撮影パラメータに変更するパラメータ変更
ステップとを有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明のデジタルカメラ、及びデジタルカメラの制御方法によれば、撮影パラメータを
変更するための、前記画像データの保存、または削除のうちいずれか一方を選択入力した
選択結果に基づき、画像データに対して分析を行って撮像画像の傾向及び嗜好を判定し、
判定した傾向及び嗜好に合わせて最新の撮影パラメータを生成して、撮影パラメータ記憶
手段に記憶された撮影パラメータを最新の撮影パラメータに変更し、初期値または最新の
撮影パラメータを反映させた制御を行って撮影しているので、ユーザーの撮影する画像の
傾向や嗜好に合わせて容易に撮影パラメータを変更することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　図１及び図２に示すデジタルカメラ１０は、略直方体形状のカメラ本体１１の前面に、
撮影レンズ１２と、ストロボ発光部１３とが設けられている。また、カメラ本体１１の背
面には、画像を表示する表示手段であるＬＣＤ１５とが設けられている。さらに、このＬ
ＣＤ１５の表面には、後述するように、タッチパネル（図３参照）５８が設けられている
。また、カメラ本体１１の上面には、シャッタボタン１６と、電源ボタン１７とが設けら
れている。さらに、カメラ本体１１の右側面には、画像データが記憶されるメモリカード
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が着脱自在に装填されるスロット１８が設けられている。
【００１３】
　このデジタルカメラ１０は、動画撮影モード、静止画撮影モード、及び再生モードを備
えている。さらに静止画撮影モード下では、マニュアル撮影モード及びオート撮影モード
が選択可能となっている。また、デジタルカメラ１０は、シャッタボタン１６及び電源ボ
タン１７の他に、操作ボタンを備えていない。その代わりに、複数の操作アイコンなどが
ＬＣＤ１５に表示され、ユーザーの指、又は付属する操作ペン（図示せず）を用いて、タ
ッチパネル５８に触れることによってこれらの操作アイコンを操作する。
【００１４】
　次に、デジタルカメラ１０の電気的構成について説明する。図３に示すように、デジタ
ルカメラ１０は、カメラ全体を制御する制御手段であるシステムコントローラ２５を備え
ており、このシステムコントローラ２５の内には、記憶手段であるＲＯＭ２５ａ及びＲＡ
Ｍ２５ｂが設けられている。ＲＯＭ２５ａには、制御プログラム、及び各種制御用のデー
タが記憶されている。また、ＲＡＭ２５ｂには、作業用データが一時的に記憶されるとと
もに、後述する撮影パラメータが記憶される。システムコントローラ２５は、制御プログ
ラムや各種制御用のデータ、及び撮影パラメータに基づいて各部を制御する。なお、撮影
パラメータはデジタルカメラ１０の工場出荷時には、予め設定された初期値のものがＲＡ
Ｍ２５ｂに記憶されているが、後述する撮影パラメータ成長回路６０によって、新しい撮
影パラメータが生成される毎に、最新の撮影パラメータに書き換えられる。
【００１５】
　撮影レンズ１２の背後には、撮影レンズ１２を透過した被写体光を撮像する撮像手段で
あるＣＣＤイメージセンサ３２が配置されている。撮影レンズ１２は、固定レンズ２６、
ズームレンズ２７及びフォーカスレンズ２８からなり、ズームレンズ及びフォーカスレン
ズ２８は、ズームレンズ駆動モータ３１及びフォーカスレンズ駆動モータ３２の駆動によ
ってそれぞれ移動される。また、ＣＣＤ２１の前方には、絞り機構３３が配置されている
。絞り機構３３は、絞り駆動モータ３４の駆動によってＦ値（絞り値）が切り換えられる
。
【００１６】
　ズーム駆動モータ３１、フォーカス駆動モータ３２、及び絞り駆動モータ３４は、ドラ
イバ３９、４０、４１にそれぞれ接続されており、これらのドライバ３９～４１を介して
システムコントローラ２５によって駆動を制御されている。
【００１７】
　ＣＣＤイメージセンサ３２には、ＣＣＤドライバ４３が接続されている。ＣＣＤドライ
バ４３は、タイミングジェネレータ４４から入力されるクロックパルスに応じて、垂直駆
動信号及び水平駆動信号をＣＣＤイメージセンサ３１に入力して、ＣＣＤイメージセンサ
３１を駆動する。また、タイミングジェネレータ４４は、システムコントローラ２５に接
続されており、システムコントローラ２５は、このタイミングジェネレータ４４を制御し
て、クロックパルスを発生させることによってＣＣＤイメージセンサ３２の駆動を制御す
る。
【００１８】
　また、ＣＣＤイメージセンサ３２には、相関二重サンプリング回路（ＣＤＳ）４５、及
びアンプ（ＡＭＰ）４６が接続されている。これらによって、ＣＣＤイメージセンサ３１
から出力された撮像信号に対して、ノイズの除去や増幅が施される。
【００１９】
　その後、ノイズの除去や増幅が施された撮像信号が、Ａ／Ｄ変換器４７によってアナロ
グ信号からデジタル信号に変換されて、画像入力コントローラ４８に画像データとして出
力される。
【００２０】
　画像入力コントローラ４８は、データバス４９を介してシステムコントローラ２５に接
続されており、システムコントローラ２５によって制御される。また、画像入力コントロ
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ーラ４８には、データバス４９を介してバッファメモリ５０、及びビデオメモリ５１が接
続されている。システムコントローラ２５は、画像入力コントローラ４８を制御して、画
像データをバッファメモリ５０またはビデオメモリ５１に記憶させる。
【００２１】
　システムコントローラ２５には、データバス４９を介して画像信号処理回路５２が接続
されており、撮像された高解像度の画像データがバッファメモリ５０に一時的に記憶され
ている間に、画像データに対して階調変換、ホワイトバランス補正、γ補正等の各種画像
処理、及びＹＣ変換処理等を施す。
【００２２】
　また、ビデオメモリ５１には、ＬＣＤ１５に画像を表示させる際に、解像度の低い画像
データが一時的に記憶され、画像信号処理回路５２によって簡易な画像処理と簡易なＹＣ
変換処理等が施される。このビデオメモリ５１に記憶された画像データは、データバス４
９を介してＬＣＤドライバ５３に送信される。ＬＣＤドライバ５３は、ＬＣＤ１５に画像
を表示できるように、画像データに対して信号処理を施して、画像をＬＣＤ１５に表示さ
せる。
【００２３】
　また、システムコントローラ２５には、データバス４９を介して、圧縮伸張処理回路５
４、及びメディアコントローラ５５が接続されている。圧縮伸張処理回路５４は、バッフ
ァメモリ５０に記憶された画像データに対してＪＰＥＧ方式等の圧縮形式により圧縮処理
を施す。また、システムコントローラ２５は、メディアコントローラ５５を制御して、圧
縮処理された画像データをメモリカード５６に記憶させる。また、圧縮伸張処理回路５４
は、メモリカード５６に記憶された画像データを再生する際に、圧縮された画像データに
対して伸張処理を行う。
【００２４】
　さらに、システムコントローラ２５には、データバス４９を介して、ストロボ装置５７
、及びタッチパネル５８が接続されている。システムコントローラ２５は、ストロボ装置
５７を制御することによって、ストロボ発光部１３からストロボ光を被写体に向けて放射
させる。
【００２５】
　また、タッチパネル５８は、前述したように、ＬＣＤ１５の表示面上に設けられている
。このタッチパネル５８は、ユーザーによって触れられた時に、その接触位置を検出する
。このタッチパネル５８としては、アナログ容量結合方式、５線式アナログ抵抗膜方式、
超音波表面弾性波方式、４線式アナログ抵抗膜方式等のものを使用可能であるが、光透過
性が高く鮮明な画像を表示することが可能な超音波表面弾性波方式のタッチパネルを用い
ることが好ましい。
【００２６】
　このタッチパネル５８は、接触位置を検出して接触位置情報をシステムコントローラ２
５に出力する。複数の操作アイコンがＬＣＤ１５に表示されている時に、タッチパネル５
８がユーザーによって触れられると、システムコントローラ２５は、タッチパネル５８か
ら接触位置情報を取得して、この接触位置情報に基づいて、いずれの操作アイコンが選択
されたかを判定する。システムコントローラ２５は、この操作アイコンに対応する処理を
実行する。
【００２７】
　また、システムコントローラ２５には、シャッタボタン１６及び電源ボタン１７が接続
されており、これらから操作信号を取得した時に、各操作信号に対応する処理を実行する
。
【００２８】
　さらに、システムコントローラ２５には、データバス４９を介して撮影パラメータ成長
回路６０が接続されている。この撮影パラメータ成長回路６０は、詳しくは図４に示すよ
うに、撮影画像パターン分析部６１、ユーザー傾向／嗜好判定部（画像分析判定手段）６
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２、撮影パラメータ生成部（パラメータ生成手段）６３、ユーザープロファイル生成部（
ユーザープロファイル生成手段）６４を備えている。
【００２９】
　撮影画像パターン分析部６１は、バッファメモリ５０から読み出された画像データに対
して分析を行ない、撮影画像のパターンを分析するものである。そしてこの分析された撮
影画像パターンに基づいてユーザー傾向／嗜好判定部６２は、ユーザーの撮影における傾
向及び嗜好を判定する。
【００３０】
　ユーザー傾向／嗜好判定部６２で判定されたユーザーの撮影傾向及び嗜好は撮影パラメ
ータ生成部６３及びユーザープロファイル生成部６４に送られる。撮影パラメータ生成部
６３は、ユーザーの撮影傾向及び嗜好を判定し、これらの撮影傾向及び嗜好に基づいて撮
影パラメータを生成及び変更し、以後はこの撮影パラメータに基づいて撮影を行うように
する。ユーザープロファイル生成部６４は、撮影パラメータ生成部６３で生成された撮影
パラメータをユーザープロファイルとして生成し、生成されたユーザープロファイルは、
メディアコントローラ５５を介してメモリカード５６に書き込まれる。
【００３１】
　上述したユーザー傾向／嗜好判定部６２では、ユーザーの撮影傾向／嗜好として、図５
（Ａ）に示すように、明暗の割合（アンダー／オーバー／ローキー／ハイキー）、露出補
正、コントラスト、ピント、被写界深度の深さ、色温度、ざらつき、色味、階調、シャー
プネス、逆光について判定が行なわれる。なお、明暗の割合におけるアンダーとは、露出
不足で暗い状態、またはそういう状態の撮影画像を指し、逆にオーバーとは露出過多で白
っぽくなった状態、またはそういう状態の撮影画像を指す。また、ローキーとは、全体に
暗く、明度の低い撮影画像を指す。なお、ハイライト部分まで暗くなっているのは単なる
露出不足（アンダー）の撮影画像であって、ローキーではない。さらにまた、ハイキーと
は、明るい部分が大半を占めた撮影画像で、全体に明るい調子を指す。なお、暗部まで明
るくなってしまった写真はコントラストがない写真（オーバー）であって、ハイキーとは
異なる。あるいは、コントラストとは、ハイライト（一番明るい部分）とシャドー（一番
暗い部分）の差のことをいう。ハイライトとシャドーの差が小さいことを「コントラスト
が低い」といい、メリハリのない画面になる。また、色相とは、色情報を表わすＲＧＢ３
値のバランスと割合を指す。
【００３２】
　さらに、ユーザー傾向／嗜好判定部６２で判定されたユーザーの撮影傾向／嗜好（図５
（Ａ）参照）と、上述した撮影パラメータ生成部６３で生成される撮影パラメータ（図５
（Ｂ）参照）と、は以下のような関係になっている。すなわち、明暗の割合から絞り、シ
ャッタスピード、ＩＳＯ感度及び露出補正値のパラメータが決定され、同様にコントラス
トからはガンマ補正値、ピント位置からはフォーカス精度、被写界深度の深さからは絞り
や焦点距離、色温度からはホワイトバランス、ざらつきからはＩＳＯ感度、色味からは色
相、階調からはガンマ補正値、シャープネスからアパーチャ（輪郭強調度）、逆光からは
露出補正値というようにそれぞれ撮影パラメータを決定する。
【００３３】
　本実施形態では、デジタルカメラ１０による撮影を実行し、画像データを保存または消
去を繰り返していくうちに、撮影パラメータの設定が書き換えられようになっており、こ
れら撮影実行から撮影パラメータの書き換えまでのシーケンスを図６に示すフローチャー
トに沿って説明する。
【００３４】
　ユーザーがデジタルカメラ１０による撮影を最初に行うとき、システムコントローラ２
５は、初期値の撮影パラメータに基づいて各部の制御、すなわち、撮影レンズ１２やＣＣ
Ｄイメージセンサ３２を駆動するドライバ３９～４１及びＣＣＤドライバ４３の制御、さ
らに撮像信号を処理する相関二重サンプリング回路（ＣＤＳ）４５、及びアンプ（ＡＭＰ
）４６、画像入力コントローラ４８、画像信号処理回路５２の制御を行なう。そして初期
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設定の撮影パラメータによって撮影が行われ、この撮影によって得られた画像データは、
タッチパネル５８などの操作によって、保存か削除かの選択が行なわれ、この選択に基づ
いてメモリカード５６への保存又は削除が実行される。この選択操作行なわれたとき、上
述した撮影パラメータ成長回路６０が作動して、ユーザーの撮影傾向及び嗜好の判定や、
撮影パラメータの生成、及びユーザープロファイルの生成が行なわれる。
【００３５】
　画像データの保存が選択されたときは、この画像データからユーザーの撮影傾向及び嗜
好が取得される。一方、画像データが削除されたときには、この画像は、ユーザーの撮影
傾向とは逆のものであり、ユーザーが好まない撮影画像であると判定され、この削除され
た画像データから判定された撮影傾向及び嗜好とは、反対の結果がユーザー好みの撮影傾
向及び嗜好として判定される。そして、これらのユーザーの撮影傾向及び嗜好に基づいて
、撮影パラメータ生成部６３は、ユーザーが望む撮影表現に適した新たな撮影パラメータ
を決定する。なお、ユーザーの撮影傾向及び嗜好については、例えば、工場出荷時から全
てのデータが蓄積されて、それらの平均値を取って撮影パラメータに反映させるようにし
てもよいし、また最新の所定枚数分の画像データから分析されたものだけを使用して判定
を行なってもよい。そして撮影パラメータが決定されると、ＲＯＭ２５ｂでは最新の撮影
パラメータに書き換えられる。また撮影パラメータに基づきユーザープロファイルが作成
され、メモリカード５６に書き込まれる。なお、これらの情報は暗号化され、個人認証シ
ステム、例えば指紋認証装置でユーザーが認証されたときだけ、データを修正したり初期
化したりできるように保護される。
【００３６】
　上記のようにして、撮影を実行するごとに画像データからユーザーの撮影傾向及び嗜好
が判定され、これらの撮影傾向及び嗜好に基づいて自動的に撮影パラメータが書き換えら
れており、この撮影パラメータから各部の制御が行なわれているので、デジタルカメラ２
を使い込めば、使い込むほどユーザーの撮影傾向や嗜好に合わせた画像表現で撮影を行な
うことが可能となる。
【００３７】
　なお、上記第１の実施形態では、画像データを保存又は削除したことを契機として撮影
傾向及び嗜好の判定を行っているが本発明はこれに限るものではなく、例えば図７に示す
ようなシーケンスに沿って撮影の実行、撮影傾向及び嗜好の判定、撮影パラメータの書き
換えなどを行なうようにしてもよい。なお、この図７に示す例では、設定モードにおいて
、以下の３つのモード、すなわち、完全マニュアル撮影モード、半オート撮影モード、完
全オート撮影モードの中から１つのモードを選択してから撮影を実行することとなる。
【００３８】
　そして、撮影を実行した後、完全マニュアルモードの場合は、ユーザーが撮影画像を参
照しながら全ての撮影パラメータをマニュアル（タッチパネル５８などによる操作）調整
して新たな撮影パラメータを生成する。また、半オート撮影モードのときには、ユーザー
が所望する撮影状況の設定を選択し、この撮影状況に合わせた撮影パラメータを設定する
ようにする。さらにまた、完全オート撮影モードの場合には、上記実施形態と同様に、全
ての画像データに対してユーザーの撮影傾向及び嗜好の判定を行なって、その撮影傾向及
び嗜好の判定に基づいて撮影パラメータを生成するようにする。このようにして選択され
たモードに応じて決定された撮影パラメータに書き換えられ、以後、最新の撮影パラメー
タに基づいて撮影が行われるようになる。
【００３９】
　また、上記実施形態においては、画像データの保存又は削除という二択の選択入力の結
果から撮影傾向及び嗜好の判定を行っているが、本発明はこれに限らず、より多くの選択
肢を設定し、その中から選択を行なうようにしてもよい。例えば、得られた画像データに
対して「非常に良く撮れた」、「まあまあ良く撮れた」、「不満な点がある」、「失敗写
真である」などという４つの選択肢の中から１つを選択するようにする。そして、この選
択入力を反映して、撮影傾向及び嗜好の判定を行うようにすればよい。
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【００４０】
　さらにまた、ユーザーの選択入力については、上記のものに限らず、例えば、画像デー
タに関して良く撮れている理由、悪く撮れている理由について、一般的な選択肢を用意し
、それに合致している場合、選択入力を行い、その結果を撮影傾向及び嗜好の判定に反映
されるようにすればよい。そして「良く撮れている理由」としては例えば、「明るい所と
暗い所のバランスが良い」、「影が真っ黒で引締まっている」、「ハイライトが真っ白で
明るく見える」、「コントラストが丁度いい」、「全体にピントが合っている」、「撮り
たいものだけにピントが合っている」、「奥がボケている」、「手前がボケている」、「
全体のボケ加減がいい」、「色味が好き」、「色の濃さが丁度いい」、「シャープさが丁
度いい」、「ブレ加減がいい」などの選択肢を設定しておき、「悪く撮れている理由」と
しては、「明る過ぎる」、「暗過ぎる」、「影が黒く潰れてしまった」、「ハイライトが
白く潰れてしまった」、「コントラストが強すぎる」、「コントラストが弱すぎる」、「
全体にピントが合っていない」「奥がボケている」、「手前がボケている」、「全体にピ
ントが合っている」、「青過ぎる」、「赤過ぎる」、「黄色過ぎる」、「色が濃すぎる」
、「色が薄すぎる」、「色が鮮か過ぎる」、「色がくすんでいる」、「シャープ過ぎる」
、「シャープが足りない」、「逆光になってしまった」、「逆光にならなかった」、「ブ
レてしまった」などの選択肢を設定すればよい。また、これらの選択肢は、個々の撮影パ
ラメータにリンクした選択肢となっており、その選択入力の結果が撮影パラメータの変更
に反映されるようにしてもよい。
【００４１】
　また、上記実施形態において、デジタルカメラを例に説明を行ったが、静止画撮影が可
能なデジタルビデオカメラや、カメラ付き携帯電話に適用しても良い。
【００４２】
　なお、上記第１の実施形態では、画像データからユーザーの撮影傾向及び嗜好を分析し
、この撮影傾向及び嗜好から撮影パラメータを取得する装置としてデジタルカメラを例に
上げて説明しているが、本発明はこれに限るものではない。以下で説明する本発明の第２
実施形態では、撮影で得られた画像を入力し、その入力された画像データから撮影傾向及
び嗜好を分析し、撮影パラメータを決定する画像分析装置の例を説明する。
【００４３】
　図８において、本実施形態発明を適用した画像分析装置８０は、ＲＯＭ８１に記憶され
た画像分析プログラムＰＧ１を実行することにより制御部８２として機能するシステムコ
ントローラ８３を備えている。この画像分析装置８０は、例えばパーソナルコンピュータ
などの電子計算機から構成される。システムコントローラ８３には、画像データ読み取り
部８４，画像表示部８５，操作パネル８６が接続されている。画像データ読み取り部８４
は、メモリカードから画像データを読み取るためのコネクタ、及びＣＤ等の光ディスクか
ら画像データを読み取るためのディスクドライブ等から構成される。画像表示部８５は、
液晶ディスプレイを備え、画像データとして読み取られた撮影画像、この撮影画像を補正
して作成された補正画像等を表示する。操作パネル８６は、補正画像の作成時に必要なユ
ーザーの入力操作を検知し、その操作信号をシステムコントローラ８３に送る。
【００４４】
　ＲＯＭ８１には、画像分析プログラムＰＧ１と、アルバム作成に使用されるテンプレー
トデータＴＤ１等が記憶されている。ＲＡＭ８７には、画像データ読み取り部８４から読
み取られた画像データＰＤ１と、システムコントローラ８３により作成されたユーザープ
ロファイルデータＹＤ１等が記憶される。システムコントローラ８３は、画像分析プログ
ラムＰＧ１を実行し、撮影画像パターン分析部９１、ユーザー傾向／嗜好判定部９２、撮
影パラメータ生成部９３、ユーザープロファイル生成部９４として機能する。
【００４５】
　上記第１実施形態と同様に、撮影画像パターン分析部９１、ユーザー傾向／嗜好判定部
９２、撮影パラメータ生成部９３、ユーザープロファイル生成部９４は、画像データから
ユーザーの撮影傾向及び嗜好を判定し、この撮影傾向及び嗜好に基づいたユーザープロフ
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ァイルを作成する。そして作成されたユーザープロファイルデータＹＤ１がＲＡＭ８７に
一時的に保存され、画像データ読み取り部８４を介して記録媒体に記憶される。
【００４６】
　上記構成の画像分析装置８０によって画像データの読み取りからユーザープロフィール
の作成を行なうまでのプロセスを図９に示すフローチャートに沿って説明する。先ず、画
像分析装置８０では、先ずメモリカード、光ディスクなどの記憶媒体を介してデジタルカ
メラなどで撮影された画像データを画像データ読み取り部８４で読み取る。読み取られた
画像データは、画像表示部８５に表示され、ユーザーはこれを確認して「保存する画像」
と「削除する画像」とのいずれか、あるいは「良く撮れている画像」と「悪く撮れている
画像」とのいずれかなどの選択を操作パネル８６によって入力する。そして、「保存する
画像」あるいは「良く撮れている画像」と選択された画像データからはユーザーの撮影傾
向と嗜好を、「削除する画像」あるいは「悪く撮れている画像」と選択された画像データ
からはユーザーの好みではない傾向などを判定する。
【００４７】
　あるいは、「良く撮れている画像」又は「悪く撮れている画像」と選択されたときには
、上記第１の実施形態と同様に、良く撮れている理由、悪く撮れている理由について、一
般的な選択肢を用意し、選択入力を行なうようにする。なお、このような選択肢の表示は
、ユーザーがプログラム上の設定で有効又は無効の指示することができるようにすればよ
い。あるいは、プログラム上で自動的に分析することが困難であると判断されたときには
。一般的な選択を用意して選択入力を行なうようにしてもよい。
【００４８】
　このようにして画像分析装置８０がユーザーの撮影傾向及び嗜好を分析し、これに基づ
いたユーザープロフィール、撮影パラメータを生成し、記録媒体に書き込む。このように
して画像分析装置８０では、画像データからユーザーの撮影傾向及び嗜好が判定され、こ
れらの撮影傾向及び嗜好に基づいて自動的に撮影パラメータが書き換えられており、この
撮影パラメータをデジタルカメラに反映させて使い込めば、上記第１の実施形態と同様の
効果を得ることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】デジタルカメラの前面側の構成を示す斜視図である。
【図２】デジタルカメラの背面側の構成を示す斜視図である。
【図３】デジタルカメラの電気的構成を示すブロック図である。
【図４】撮影パラメータ成長回路の構成を示すブロック図である。
【図５】ユーザーの撮影傾向及び嗜好と撮影パラメータの関係を示す説明図である。
【図６】撮影実行によって撮影パラメータを生成して書き換えるまでのシーケンスを示す
フローチャートである。
【図７】図６に示す例とは別のシーケンスを示すフローチャートである。
【図８】画像分析装置の電気的構成を示すブロック図である。
【図９】画像分析装置で画像データを読み取り、撮影パラメータを生成するシーケンスを
示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００５０】
　１０　デジタルカメラ
　２２　撮影レンズ
　３２　ＣＣＤイメージセンサ（撮像素子）
　６０　撮影パラメータ成長回路
　６１，９１　撮影画像パターン分析部
　６２，９２　ユーザー傾向／嗜好判定部
　６３，９３　撮影パラメータ生成部
　６４，９４　ユーザープロファイル生成部
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